
通 告 No. 

 
一 般 質 問 通 告 書 

議  長  局  長  副局長  係  長  係  

     

令和４年第３回定例会 

（   月   日   時   分受付） 

下記の件について、一般質問の通告をいたします。 

令和 4 年  8 月 18 日 

 

質問議員氏名    野 中  弥 生          

 

新座市議会議長 様 

記 

資料の 

映 写 

執行部ヒアリング日時 

※８月２５日（木）議会運営委員会終了後～８月３０日

（火）にお願いします。 

（収受印） 

 

無 

        

 8 月 26 日 午前 10 時 ～  12 時  

        

件名及び要旨 答弁者 映写 

1.職員体制と人材育成について 

（1）職員の業務内容と人材配置について 

職員の残業時間について市はどのように認識されていますか。残業を減

らす指導だけでなく、業務量や内容の精査をし、人員配置をしていくこ

とが必要ではないかと考えます。市の見解を伺います。 

（２）市民訪問時の人員体制とマニュアルについて 

市民への訪問時の体制については課題発生の場合を考え、一定の配慮が

必要と考えますが、市の対応を伺います。また、訪問時のマニュアル等

を作成すべきではないでしょうか。市の見解を伺います。 

（3）採用困難職種の専門職の採用と育成について 

採用困難な職種については、市として職員の資格取得を支援し、育成し

ていくことも考えてはいかがですか。また、市内にある高校、大学への

働きかけはどのようにされていますか。市の対応を伺います。 

2.ゼロカーボンシティ実現のための具体的な施策について 

ゼロカーボン達成への市の取組について伺います。国の補助金等の活用

での実施となると思われますが、現時点での市の方向性を伺います。 

（1） 地域脱炭素移行・再エネ推進交付金事業について 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長及び 

教育長 

 

 

 



国では 2050 年カーボンニュートラルの実現に向けて、再生可能エネル

ギーの主力電源化が求められており、意欲的な脱炭素の取組を行う地方

自治体等に対し複数年度にわたり継続的・包括的な交付金により支援が

行われます。実施可能な事業について市の考えを伺います。 

（2） エコスクール・プラスと学校施設の ZEB化の推進について 

文部科学省、環境省、国土交通省、農林水産省はそれぞれ補助を設け、 

脱炭素化をすすめていこうとしています。本市でも学校施設改修への積

極的な制度活用で改修負担を減らすと同時に脱炭素化をすすめること

が重要だと考えますが市の見解を伺います。 

3.下水熱利用について 

下水熱は、外気に比べて季節間の温度変化が少ないため、都市部の温度

差エネルギーとして注目されています。道路の冬期の融雪及び夏のヒー

トアイランド対策、公共施設での利用等が事例としてあげられます。下

水熱利用について市の見解を伺います。 

4.適切な SNS等の利用について 

深刻化する SNS 等での誹謗中傷に歯止めをかけるため、「侮辱罪」を厳

罰化する法改正が行われました。以下について伺います。 

（1） 小中学校でのデジタルシティズンシップ教育について 

市内の小中学校では、デジタルシティズンシップ教育についてどのよう

に展開されていますか。保護者への周知も重要だと考えますが、市の対

応を伺います 

（2）侮辱罪の周知と相談窓口について 

市民への周知と相談窓口について伺います。 
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